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ＪＥＮＥＳＹＳ２．０及び北米地域との青少年交流 

韓国高校生訪日研修団 2 団 

訪問日程 平成 25 年 11 月 7 日（木）～11 月 13 日（水） 

 

1．プログラム概要 

 JENESYS2.0 の一環として、韓国国立国際教育院で選抜・派遣された韓国高校生訪日研修団第 2 団

の 50 名が、11 月 7 日から 11 月 13 日までの 6 泊７日の日程で研修を行いました（第 2 団団長：金應照（キ

ム・ウンジョ）大田福守高等学校校長）。 

一行は、「日本を感じる」というテーマの下、滞在中はホームステイや兵庫での高校訪問を通じた交流、

日本の伝統文化体験などを通じて日本の魅力を体感しました。 

 

2．日程 

11 月 7 日（木） 

到着（羽田空港）、オリエンテーション 

11 月 8 日（金） 

講義、歓迎昼食会、浅草見学、東京スカイツリー見学 

11 月 9 日（土） 

ホームステイ対面式 

11 月 10 日（日） 

ホームステイより集合、全体会議 

11 月 11 日（月） 

兵庫県立井川谷高校訪問、ショッピングモール訪問 

11 月 12 日（火） 

能楽体験、大阪城見学、江崎グリコ株式会社訪問、報告会 

11 月 13 日（水） 

帰国（羽田空港）  
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3．写真 

  

（日本語）11月 8日 講義（都内）日本文化理解 （日本語）11 月 9 日 ホームステイ対面式（大阪市内） 

（母国語）11월 8일  강의 

(제목 / 일본문화 이해) (도내) 
（母国語）11월 9일  

홈스테이 대면식 (오사카 시내) 

  

（日本語）11月 9 日 ホームステイ対面式（大阪市内） 
（日本語）11月 11 日 学校訪問 

（兵庫県立伊川谷高校） 

（母国語）11월 9일  

홈스테이 대면식 (오사카 시내) 
（母国語）11월 11일 학교방문 

(효고현 IKAWADANI고등학교)(고베시) 

  

（日本語）11月 11 日 学校訪問 （日本語）11月 11 日 学校訪問 
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（兵庫県立伊川谷高校） （兵庫県立伊川谷高校） 

（母国語）11월 11일 학교방문 

(효고현 IKAWADANI고등학교)(고베시) 

（（母国語）11월 11일 학교방문 

(효고현 IKAWADANI고등학교)(고베시) 

  

（日本語）11月 11 日 学校訪問 

（兵庫県立伊川谷高校） 

（日本語）11月 12 日 能楽体験 

（山本能楽堂）（大阪市） 

（母国語）11월 11일 학교방문 

(효고현 IKAWADANI고등학교)(고베시) 
（母国語）11월 12일 노가쿠체험 

(YAMAMOTO노가쿠당)(오사카 시내) 

 

 

 

（日本語）11月 12 日 江崎グリコ株式会社訪問（大阪

市） 
 

（母国語）11월 12일 EZAKI glico주식회사방문(오사

카 시내) 
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4．参加者の感想 

◆印象的だったこと 

○ホームステイについて 

・ホスト家庭の方々が、学生達をとても配慮してくれ、歓迎してくれている姿がとても印象深かった。 

・ホストの方の細やかな心遣いに感動した。 

・ホームステイは韓国と日本が友好的に変わっていく過程を直接感じることができて一番印象的だった。 

・ホームステイは、お互いの文化の違いを直接対話することで克服できる唯一の方法では 

 ないかと感じた。 

・ホストファミリーの方が、国際的で多様な人種と違う考えを持った人たちが来て、多くの国の言葉と考え

方を学びながら、自分の子供たちの未来に何か役立てばという思いでホームステイを受け入れていると

聞き、感動した。 

・日本があまりできない自分のために、事前に韓国語を沢山勉強してくれて有難かった。 

 

○日本の学校、学生との交流について 

・訪問学校の校長先生と教頭先生の温かな心遣いや、授業毎に参観する情熱的な姿に感じるものがあっ

た。 

・韓国のエリート養成のための体育ではなく、日常の学校生活の中に体育が組み込まれていることが羨

ましいと感じた。 

・学生が親切にしてくれて、日本に対する先入観がなくなった。 

・言葉が通じなくても、共感体を形成し、楽しく授業を受けることができた。 

・日本の学生が自分たちの訪問をとても喜んでくれ、歓迎してくれたことが嬉しかった。 

・数学を韓国とは違う方法で学んでいることに驚いた。 

・必ず大学へ進学しなくても、進路計画をすることができ、自分なりの人生を送ることができているようで羨

ましかった。 

・学校に到着して廊下を歩いていた時、すれ違う生徒が笑顔で手を振って挨拶をしてくれて嬉しかった。 

・先に声をかけてくれたり、いたずらをしてきたり、関西弁を教えながら笑顔で近づいてきてくれた生徒たち

に感動した。 

 

〇伝統、文化、自然に関して 

・韓国では情報不足で経験することが難しい日本の伝統文化を直接体験できて良かった。 

・スカイツリー、大阪城、浅草、日本の住宅の特徴など、日本建築の特性を知ることができるいい機会にな

った。 

 

〇人間性について 

・礼儀正しく、おとなしい印象を受けた。 

・勤勉で細かな心遣いができる。 

・秩序をよく守り、相手への思いやり、市民意識の高さに驚いた。 

・韓国人より、余裕（ゆとり）をもっていると感じた。 
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〇その他 

・本や TV を通してではなく、実際に自分の目で見て、体験し日本を感じることができた。 

・今回の研修の様々な体験を通して、「あ、生きているんだ」という感覚と、胸が躍る生動 

 感を感じた。 

・道にゴミがひとつも落ちていなかった。 

・今回の研修を通じて日本語を学ぶきっかけができた。 

 

◆自国の人に伝えたいこと  

・今回の交流で体験し感じたことを伝えたい。 

・隣国である日本と沢山交流をすべきであるということ。 

・交流に必要なのは、外国語の実力でなく自信を持つ事と、どんな小さなことでも学ぼうという姿勢が大事

だということ。 


